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章，第 2 章，第 3 章，および結論から成っている。
緒論においては，本研究分野における従来の研究と，本論文に示されている研究結果を概説し，本
論文の地位を明らかにしている。








問題であるが，本章においては， 乙の問題の特別の場合として， 完全グラフ Kn および完全パイパ
ータイト・グラフ Kn, n に注目し， その分解個数の最小値 t (Kn) および τ(Kn，n) がそれぞれ
くn(n-l)/6(n-2)>手τ(Kn)豆くn/4>，および、くが/4(n-l)>ζ，， (Kn， n) 三三くn/4>+1 であるこ


























(3) 第 3 章のグラフの道の符号化問題およびその応用に関しては，グラフのすべての道を比較的少
数ピットで符号化し，かっ能率良く復号化する子法を考察し，それを定期乗車券の自動改札化にとも
なう通用径路の符号化および復合化問題，および輸送網における区分け問題に応用している。
以上のように， 本論文は電子工学に寄与する点が多いので， 博士論文として価値あるものと認め
る。
内δ丹t??
